
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　井原市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

243.54 170.87 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 41,613

－

- 48.32 76.11 3,024 31,554 74.47 423.71 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　累積欠損金（グラフ②）を抱えておらず、経常収
支比率（グラフ①）、料金回収率（グラフ⑤）も１
００％を超えており、概ね良好な経営と判断され
る。しかしながら、施設整備や配水管改良などの事
業費の財源の多くを企業債に依存してきたため、類
似団体と比較し、企業債残高対給水収益比率（グラ
フ④）が著しく高い。有効な財源の確保に努め、今
後さらに新規企業債の発行を抑制していく必要があ
る。
　施設利用率（グラフ⑦）については、給水収益・
配水量などが減少傾向にあることなどから、施設の
更新等については、計画的かつ効率的な事業計画が
必要であり、取り巻く環境などを精査し、事業展開
していくことが求められている。
　有収率（グラフ⑧）は類似団体平均値と比較する
と低く、収益確保の観点からも漏水調査の強化や効
果的な敷設替工事の実施に取り組んでいかなければ
ならない。
　少子高齢化による人口減少、節水機器の普及や市
民の節水意識の高揚により、給水収益が今後減少し
ていくことから、有収率の向上を図り、収益確保に
努めつつ、費用面についても無駄を省き、経営の健
全化に努めていきたい。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　本市の水道事業は、昭和43年から順次拡張工事を
行い、現在に至っている。近い将来、第二次拡張事
業で整備した配水管等が耐用年数を迎えることか
ら、計画的かつ効率的な更新計画が必要となってい
る。平成28年度に「水道施設インフラ長寿命化計
画」を策定しており、その計画に沿った設備の延命
化・耐震化に向けた取り組みを今後行っていくこと
としている。
　更新にあたっては、多額な費用が伴うことから、
国・県の動向を注視して有利な財源確保に努め、水
道事業の経営を圧迫しないようにしなければならな
い。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

本市の場合、市町村合併により同一市内に上水道の
他に6簡易水道があり、上水道への統合を控えてい
る。簡易水道の整備に係る企業債借入の返済、維持
管理費等を確保する必要が将来発生することにな
り、また水道料金の見直し（料金統一）が必要と
なってくる。
　施設整備面では、第ニ次拡張に整備した配水管等
が耐用年数を迎えることなどから計画的な更新が必
要であるが、配水管の敷設替及び計器等設備の更新
には多額な経費がかかるため、今以上に効率的かつ
効果的な事業展開が求められる。また、安全・強
靭、持続可能な水道事業を目指し、更なる経営の健
全化に努めていかなければならない。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　井原市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

243.54 170.87 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D2 非設置 41,613

－

- 該当数値なし 16.78 4,860 6,958 63.90 108.89 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率（グラフ①）、料金回収率（グラ
フ⑤）共に低水準であり、給水原価（グラフ⑥）は
高水準を示しています。これは給水するための経費
に対して、水道料金収入で賄えていないことを意味
しています。
　また地理的要因等で施設整備費用が高くなるこ
と、供給単価が低いこともあり、企業債残高対給水
収益比率（グラフ④）は高水準となっています。
　施設利用率（グラフ⑦）については、人口減少等
の要因で低水準となっています。
　安定的な経営を行うため、経費節減とともに、適
正な水道料金に努めます。また、今後アセットマネ
ジメントの実施により、財政根拠をもった施設の更
新を計画的に進めます。
　有収率（グラフ⑧）については、新しい施設もあ
ることから比較的高水準となっています。現在実施
している統合簡易水道事業により、今後も有収率の
向上に努めます。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管路更新率（グラフ③）については、低水準と
なっています。
　現在実施している統合簡易水道事業により、管路
はもとより水道施設全体の更新を進めています。
　また、水道施設のライフサイクルを中長期的に管
理し、老朽度や施設重要度に応じた財政根拠をもっ
た更新計画を立案するため、今後アセットマネジメ
ントを実施することとしています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　現状は、厳しい経営状態にあると言えます。
　改善に向けた取組としては、現在実施している統
合簡易水道事業および今後実施予定のアセットマネ
ジメントが挙げられます。
　安全な水道水を安定的に供給し、利用促進を図り
ます。
　また、アセットマネジメントの実施により、世代
間負担の平準化、また公平性、安定性、経済性に着
目した適正な水道料金を検討していく必要がありま
す。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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【76.78】 【1,280.76】

【74.94】【56.28】【314.83】【53.06】

【0.59】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


